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鎌倉

・政治都市 … 幕府政庁
・防御都市 … 攻撃困難の地形
・宗教都市 … 八幡宮，臨済宗五山

大倉御所

鶴岡八幡宮

・地形 … 険しい山に囲
まれた小盆地
・盆地の北端に，氏神の
鶴岡八幡宮
・その隣りに政庁
・その隣接地に家臣団
・八幡前面の微高地に
若宮大路 ＋ 門前町
・周囲の山地に寺院群

・奈良・平安 … 由比郷の郡衙
・1030頃，関東武士の騒乱鎮圧
に下向した源頼義が現地の平
氏一族に気に入られて領地に。
・1063，京都・石清水八幡を勧請
して鶴岡八幡宮を造営。
⇒鎌倉武士団の守り神に
・1182， 頼朝が政子の安産祈願
し，参道を拡張＝若宮大路

・武家2.5万，寺社1.5万，町人3〜5万人

砂丘

砂丘

大倉御所 浄妙寺5

浄智寺4

寿福寺3

円覚寺2

建長寺1

若宮御所

切通

切通

切通

切通

切通

切通 切通

・幕府政庁の変遷
・1180〜1219， 頼朝邸
＝大倉御所
・1192，政所を設置
・1219火災消失，仮御
所を経て若宮大路の
新御所へ（〜1333）

政所

岩波『日本史辞典』，1999

・最盛期は北条執権
期1224〜
・畿内・西国の物資
を搬入するため，和
賀江島を築港，
・材木座を形成

・大倉御所と山沿い
の東西市街地から
海側に南北に拡張

和賀江島

・武士精神に合
う臨済宗を重用。
・寺を格付けして
住職を幕府任命
に … 「五山」制
・足利氏が室町幕
府＝京都にも継承

自治商都・堺

幕末

・中世，貿易港として繁栄，「東洋のベニス」。

・各種職人も集住。大産業都市に。

・戦国時代，環濠都市となり、町人による自
治的都市運営が行われた。
・1562年，宣教師の記録：「人々は皆平和に生活し、
町は堅固にして西は海、他は深堀で囲まれ … 」

・推定 6000戸，5万人

・1586，秀吉によって堀が埋められる。

・1614，大坂夏の陣で全焼
・元和年間（1615〜24）に復興
・南北の大道筋，東西の大小路を幹線路
として，12組に分けられた。

・しかし産業都市であり続ける。

・港は大和川の堆砂で機能喪失。

・明治初年，河内，和泉，大和をあわ
せた堺県の県庁所在に。

1898

仁徳天皇陵

https://www.sakai-tcb.or.jp/about-sakai/origin/
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室町期の「三津七湊」

中世の海港

・大陸航路 … 博多，堺
・国内航路 … 日本海ルート

http://suido-ishizue.jp/nihon/09/02_2.html

十三湊

・日本海航路の終点，
北方交易の拠点
・北条氏が居館を築い
て権益独占。専制政治
の経済基盤に。

・ 1991〜93年，国立歴史民俗博物館が本格的
な発掘調査を行い，安藤（東）氏の環濠屋敷を
中心とした遺構が次々出土。
・右のような市街地が明らかに。

・近世以降，砂で埋まって衰微し，寒村に。
・文献史料も少なく，実像不明に。

・それを差配したのが
安藤（東）氏 … 東北
最大の海洋武士団。

地形図
（2010版）

※名産のシジミ汁，シジミ
ラーメンがなかなか美味。

平安末期－地方豪族
が小領に割拠 鎌倉幕府－統制強化 幕府弱化－武士団再割拠

南北朝－武士団の在地支配強化 戦国時代－弱肉強食 安土桃山－広域統一

領国統制の変化と地方統治集落の盛衰
鳥羽正雄原図，『考古地理学3』， 『戦国城下町の研究』所収

防御集落の立地

・戦国期の世情は，環濠・土塁のほか，険阻
な地形を利用した防御機能を備えた集落を
各地に生みだした。

・これらの集落では，平時は麓に居宅と家臣
団を配し，山上に有事に備えた防御施設を
築くのが一般的。

中世の山城
向羽黒山城
（会津本郷）・こうした集落は，防御拠点を示す「館」 ，「要害」，

「寄居」などの地名で呼称される。
・平時の居住地は，城館の「下」にあることを意味
する根小屋，山下町，麓 などと呼称。

・今日の地方町や小都市の中心集落には，中世の防御集落に起源するものが多い。

※北東端の斜面に登り窯を築いて窯元が集まり，
「瀬戸町」と呼ばれるように。
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寺内町

・今井，富田林は重要伝建的
建造物群保存地区に指定。

・右図：一身田（いしんでん）
・環濠・土塁
・北東，南東，南西角に門
・専修寺を末寺，僧侶，侍衆，
町屋敷が囲む。

・戦国期，寺院（一向宗が主）
を中心に形成された自治集落。

・信者、商工業者，浪士らが集
住して都市化。

・濠・土塁で囲み，カギ型街路
を多用するなど，外的の襲撃
に備えた防御機能をもつ。

・信長によって武装解除される
が，商業機能は持続した集落
が多い。

『地形図に歴史を読む，第5集』,大明堂

←地形図

↓ Google Earth（2017.1）

※葛西氏 … 頼朝に従って葛飾郡から胆沢城に進出。後に戦国大名化。秀

吉期に没落。

※津軽の安藤氏のように，頼朝に恭順して伝来の所領を安堵される例も。

中世山城から近世城下町へ 加美町宮崎

・14世紀，木曽源氏系笠原氏が築城
・山上に熊野神社を祀り，その南東
側山腹に防御施設と侍屋敷を配置
・山麓の「麓」が平時集落
・自然の川と崖が要害の役割

・近世期，伊達家臣の石母田氏
・川の南の段丘上に城下町を開く。
・屋敷林のある「小路」が武家地，
その南の東西街路が「町場」
・宮崎の中心集落として存続
・遠見遮断の屈曲街路

屋敷跡屋敷跡屋敷跡屋敷跡


